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環境配慮工事ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 作成（更新）年月日 平成21年4月1日

事業名 県営基幹水利施設補修事業 地区名 新放し堰 市町村名 弘前市

工種 排水路

配慮事項区分 多様な生息・生育空間の確保 施工年度 平成20年度

農業地域類型 平地農業 地形勾配

事業による影響 ３面装工二次製品水路による水生生物の減少

配慮施設に対する
保全対象生物の
選定及び選定理由

魚類全般

保全対象生物の生活史等から見た配慮事項

配慮施設の構造等
を検討する際に留意
した事項

一般部が三面装工であるため、非かんがい期の魚類の生息空間の確保に留意した。

配慮施設の位置を
決定する際に留意
した事項

対象区間において２５０ｍに１箇所２０ｍの延長で施工。全体ワンド水路延長L=40.0ｍ。

環境配慮5原則区分 　　最小化

配慮施設の構造 施設の設計条件等

施設名称 湾処水路

用水期間

代掻き期 5月15日～5月25日

箇所数
延長

計画N=２箇所（L=40.0ｍ）
普通期 5月26日～9月1日

非灌漑期 9月2日～5月14日

主要構造 別添図面参照

配慮施設の非灌漑期の
水の有無、確保状況

有

水深(cm) 流速(m/s) 流量(m3/s)

1.用水路 1.用水路 1.用水路

代掻期 代掻期 代掻期

普通期 普通期 普通期

非灌漑期 非灌漑期 非灌漑期

2.排水路 2.排水路 2.排水路

護岸

1/2流量 0.892m 1/2流量 0.714m/s 1/2流量 1.067m3/s

1/10流量 1.114m 1/10流量 0.747m/s 1/10流量 1.593m3/s

非灌漑期

水路勾配

非灌漑期

1/3300
護岸勾配

非灌漑期

左岸 1：（直）右岸 1：（直）

施設底 割栗石

施設諸元
水路緒元：大型水路Ｂ1500×Ｈ900
　　　　　大型水路Ｂ1700×Ｈ900

土羽勾配 左岸 1：1.0　右岸 1：1.0

二次製品
使用有無

有
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蓋板工詳細図
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※丸太杭については県産材（間伐材）を使用するものとする。
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は客土により水草や草類が繁茂し、緑豊かな護岸の創出及び日陰を作り出すことでより生態系に配慮。

中南新放し堰.xls地区中南新放し堰.xls地区

施設平面図及び構造図

施設写真

写真説明
　残地を有効利用し環境配慮タイプ水路を施工。水中部の棚部は魚介類の住処、避難場所等魚巣として機能。空中部

青 森 県

中南地方農林水産事務所
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避難

環境配慮施設の設計条件等の決定根拠・参考文献

施設の構造・規模の決定根拠等 参考文献（引用、出典）

H20完了地区であるかんがい排水事業福舘放地区で施工された工法を採用し
た。

環境との調和に配慮した事業実施のための調
査計画・設計の手引き１－基本的な考え方・水
路整備－

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

区分 調査有無 調査の種類 時期 回数 調査方法 施設の状況

施工前 無

施工中 無

施工後 有 魚類調査
H17,H18,
H19,H20

２回/年
建網、どう、セル瓶、投
網、タモ網

土砂堆積：ワンド部有
　　　　　　 本線部なし

工事中
の一時的
避難

避難有無 避難対象生物

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
結果概要

施工前

施工中

施工後 H21年度に実施する予定。

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果
からの評価

H21年度に実施する予定。
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中南地域県民局地域農林水産部　水利防災課　技師　山口　富弘ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成（更新）者職氏名

営農を考慮した工法の検討

営農上の課題、農家の意見・要望 左に対する工法等の工夫点 その他の課題

維持管理を考慮した工法の検討

維持管理上の課題 左に対する工法等の工夫点 その他の課題

   地元及び改良区よりできるだけ
維持管理の手間がかからない工
法で施工するよう要望があった。

湾処部で魚類の生息空間を創出しているた
め、通水断面の阻害等が起こりにくい。また、
ステップ部がコンクリートであるため、草刈の維
持管理が軽減できる。

環境配慮施設の施工面での留意点、工夫点

留意点
大型水路の滑動を防止するために各側溝をH鋼で抑えているため、カーブ区間での施工が困難である。
水路縦にして使用しているため、構造計算上注意を要する。

工夫点 湾処部を20ｃｍ低くすることにより非かんがい期でも一定の水深を確保できる。

環境配慮施

留意点

設の今後の維持管理方法

他地区の施工事例を見るとワンド部の底に土砂堆積が見られるため、魚類の生息に支障が出るようであれ
ば泥上げ等の維持管理が必要になる。

環境配慮施設の工事費
（諸経費を含む）

ワンド水路（B1500×H900）　　135千円/ｍ
ワンド水路（B1700×H900）　　137千円/ｍ

実施設計担当者職氏名 中南地域県民局地域農林水産部　水利防災課　技師　相坂　直孝

工事実施担当者職氏名 中南地域県民局地域農林水産部　水利防災課　技師　山口　富弘

施工後ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ担当者職氏名 中南地域県民局地域農林水産部　水利防災課　技師　山口　富弘
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ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果資料

平成21年度実施予定
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その他特記事項
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